
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。

時間割・シラバスの点検は教務委員
会が中心になるなど、実働的な作業
は各委員会が行っている。今後、そ
れらの委員会との連携を強化する。
卒業生を対象とした調査は行えてい
ない。次年度以降の課題になると思
われる。

△ △

時間割・シラバスの点検は教務委員
会が中心になるなど、実働的な作業
は各委員会が行っている。引き続き
各委員会と連携する。卒業生を対象
とした調査は次年度以降の課題であ
る。

△ △

時間割・シラバスの点検は教務委員
会が中心になるなど、実働的な作業
は各委員会が行うことになるため、
それらの委員会との連携する。卒業
生調査については今年度は実施でき
ていないので、キャリアセンターな
どとも協議しながら、次年度以降の
課題として検討する。

△ △

時間割・シラバスの点検は教務委員
会が中心になるなど、実働的な作業
は各委員会が行っており、各委員会
との連携する。卒業生調査はキャリ
アセンターなどとも協議しながら、
次年度以降の課題する。

△ △

現在、障がい学生支援の規定整備な
どを行っている。また、調査結果を
もとに各学科・事務部門ごとに考え
られる改善策について意見を収集す
べく、準備を行っている。

△ ×

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するため
に、内部質保証システムを構築
し、恒常的・継続的に教育の質の
保証及び向上に取り組む。

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 教育開発センター

理念・目的を適切に設定し、その適
切性について、定期的に検証する。

文部科学省のガイドラインに沿った
３ポリシーを公表しているが、実際
の授業内容やカリキュラムに沿うも
のになっているかを検証するシステ
ムを構築する。（教育開発セン
ター）

授業時間割やシラバスの内容、さら
には卒業生調査等により３ポリシー
に基づく教育実施を検証し、必要な
改善を促す提言を行う。（教育開発
センター）

内部質保証の推進に責任を負う全学的
な体制を整備し、内部質保証のための
全学的な方針及び手続を明示する。

文部科学省のガイドラインに沿った
３ポリシーを公表しているが、実際
の授業内容やカリキュラムに沿うも
のになっているかを検証するシステ
ムを構築する。（教育開発セン
ター）

授業時間割やシラバスの内容、さら
には卒業生調査等により３ポリシー
に基づく教育実施を検証し、必要な
改善を促す提言を行う。（教育開発
センター）

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

平成２８年度に実施した「学生生活
実態調査結果」を詳細に分析し、本
学学生にとって、必要な就学支援、
生活支援などの学生支援方策の見極
めを行う。（教育開発センター）

教育開発センター予算の範囲内で必
要な学生支援策を実行する。併せ
て、事後調査を行い、支援策の効果
を検証する。（教育開発センター）

中　期　計　画
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

［理念・目的］
教育の理念・目的に基づき、人材
育成の目的、その他の教育研究上
の目的を適切に設定し公表すると
ともに、それを実現するために将
来を見据えた中・長期の計画その
他の諸施策を明確にする。

中　期　目　標

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。



学生委員会、保健管理センターと連
携し、障がい学生支援の方針を策定
し、規定整備を行った。次年度より
学生支援体制が発足する。調査結果
をもとに各学科・事務部門ごとに考
えられる改善策について意見を収集
した。

△ △

学生基礎力調査情報のe-ポートフォ
リオへの入力は終了しており、普及
を図っている。

○ ○

学生基礎力調査情報のe-ポートフォ
リオへの入力は終了しており、普及
を図っている。

○ ○

教養改革の中で全学共通の初年次教
育科目を立ち上げることが決定し、
次年度以降に新たな教養科目が始ま
ることから、一定の成果が期待され
る。平成27年度に作成した担任マ
ニュアルを継続して充実させていく
必要がある。

○ ○

教養改革の中で全学共通の初年次教
育科目であるスタートアップ就実の
立ち上げが決定した。次年度には新
たな教養科目が始まることから、一
定の成果が期待される。次年度には
担任マニュアルを継続して充実させ
ていく必要がある。

○ ○

障がい学生支援の方針と委員会の内
規を策定中であり、すでに教育開発
センター運営委員会では承認されて
いる。学内で承認され次第、学内外
に公表する。

△ △

障がい学生支援の方針と委員会規程
などの規定が整備され、次年度より
障がい者支援体制が確立することと
なった。また、その体制についても
学外に公表することとなった。

○ ○

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

平成２８年度に実施した「学生生活
実態調査結果」を詳細に分析し、本
学学生にとって、必要な就学支援、
生活支援などの学生支援方策の見極
めを行う。（教育開発センター）

教育開発センター予算の範囲内で必
要な学生支援策を実行する。併せ
て、事後調査を行い、支援策の効果
を検証する。（教育開発センター）

留年者及び休・退学者の状況を把握し、
低減に向けての部局での方策を検討
し、適切に対処する。

クラス担任の役割を果たすことにこ
とにより、早期に学生の状況を把握
したうえで、しかるべき療法を実施
する。（教育開発センター）

本学の障がい学生の状況を把握した
うえで、具体的な方策を検討する。
加えて、本学としての支援方針を策
定し、学内外に公表する。（教育開
発センター）

特に初年次での休退学が多いことに
着目して、仲間づくり、学生の相談
体制充実、初年次教育の充実等具体
的な療法を実施する。（教育開発セ
ンター）

障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

本学としての障がい学生への合理的
配慮方策を確定させる。（教育開発
センター）

学生学修意欲喚起や学修時間の確保に
向けての学修e-ポートフォリオの導入
で、学修支援を推進する。

学生基礎力調査情報をe-ポートフォ
リオに入れて、自らの状況を振り返
ることを通じて、学生の学修状況把
握と能力向上を促す。（教育開発セ
ンター）

学生基礎力調査情報をe-ポートフォ
リオに入れて、自らの状況を振り返
ることを通じて、学生の学修状況把
握と能力向上を促す。（教育開発セ
ンター）

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。


